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研究成果の概要（和文）：本研究では、医療の標準化（全体の効率の評価と改善をおこなう試み）
の手段であるクリティカルパスを減量指導に応用し、減量プログラムの時系列的記述化および
標準化を目指した。研究期間を通して、クリティカルパスの作成と修正を繰り返したが、第 3
者による個別減量介入の実施を可能とするためには、より詳細な指導内容の記述が必要である
ことが分かり、この点を解決することが今後の課題である。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a critical path for weight 
loss and to examine the validity. Critical path is the order of work that should be followed 
to complete a project as effectively as possible. A pilot critical path had developed; 
however, a more detailed description of what is done by a staff member in real situations 
is found to be necessary for the next step. 
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１．研究開始当初の背景 
肥満の解消がさまざまな健康利益をもた
らすことはよく知られている。肥満解消のた
めの原理はエネルギー収支を負に傾けるこ
とであり、理論的には容易に理解できるもの
である。しかしながら、医療従事者あるいは
健康支援者の指導によって、肥満者を確実に
減量させることができるかというと、必ずし
も十分な成果を挙げられていないのが実状
である。その理由の 1 つとして、肥満者に対
してどのようなタイミングでどのような指
導をすればよいのか、という時系列的視点に
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立ったプログラムが整備されていないこと
が挙げられる。 
 近年、医療現場においては、クリティカル
パス（critical path）を用いた医療の標準化
（全体の効率の評価と改善をおこなう試み）
が進んでいる。医療マネジメント学会のテキ
スト 1)によれば、クリティカルパスには医療
従事者用と患者用との 2 種類があり、医療従
事者用クリティカルパスに従って、医療従事
者は適切なタイミングで適切な処置がとれ
るようになり、患者用クリティカルパスによ
って、患者は医療の手順を理解することがで
き、双方にとって有益なツールとして利用さ
れている。本研究では、この手法を減量指導
に応用し、肥満解消のためのクリティカルパ
スを作成することで、減量プログラムの時系
列的記述化および標準化を目指す。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、肥満解消のためのクリティカ
ルパスを作成し、減量プログラムの記述化、
標準化を目指すとともに、作成したクリティ
カルパスの妥当性を検証することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究における研究期間は 2年間（平成 20
年度～21 年度）に設定している。研究手順は
以下の 5段階に要約される。 
(1) 過去の経験に基づき肥満解消のための
クリティカルパス（Version 1）を作成する。 
(2) クリティカルパス（Version 1）に基づ
いた個別対応型減量介入を通して、記述化し
た手順からの逸脱（ヴァリアンス）、すなわ
ち、追加せざるを得なかった介入内容、変更
せざるを得なかった時間軸を列挙する。その
結果を受けて、より完成度の高いクリティカ
ルパス（Version 2）を作成する。 
(3) アウトカムマネジメントの考え方を取
り入れ、介入終了時までに達成したいアウト
カムと、介入中のステップごとに踏むべきア
ウトカムを設定し、これらのアウトカムを改
善できるよう、個別対応型減量介入を繰り返
しながら、クリティカルパスの標準化を試み
る（Version 3）。 
(4) 作成したクリティカルパス（Version 3）
を特定の第 3者機関に配布し、その効果を検
証する。ここで、申請者が介入者として関与
しない場でのヴァリアンスの有無を検証す
るとともに、本研究期間におけるクリティカ
ルパスの最終版（Version 4）を作成する。 
(5) 最終版クリティカルパス（Version 4）
の多施設での効果を検証し、クリティカルパ
スの妥当性を検証する。 
 
４．研究成果 
 過去の経験に基づき、肥満解消のためのク
リティカルパスを作成した。また、そのクリ
ティカルパスを用いた個別減量介入を進め、
より完成度の高いクリティカルパスの作成
を目指した。しかしながら、作成したクリテ
ィカルパスを用いて、第 3者による個別減量
介入の実施を可能とするためには、より詳細
な指導内容の記述が必要であることが判明
した。そこで、個別対応型減量介入を繰り返
しながら、減量プログラムの記述化・標準化
を進めたが、高い客観性・再現性を満たし、
第 3者機関が追試可能なクリティカルパスの
完成には至らなかった。今後も引き続き、減
量プログラムの記述化・標準化を進め、第 3
者機関が追試可能で、多施設共同研究をおこ
なう上での統一プロトコルになり得るよう
なクリティカルパスの完成を目指したい。 
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